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Saccharomyces cerevisiae は、キシロース非資化性酵母であるが、キシロース資化性酵

母である Pichia stipitis 由来の遺伝子を導入することにより、キシロース資化性を付与する

ことができる。しかし、S. cerevisiae でのキシロース醗酵では、キシリトールの過剰な蓄

積が起こり、エタノール収率が低い。これは、導入した酵素の補酵素の要求性が異なるこ

とに起因する補酵素の酸化還元バランスの不均衡のためだと考えられている。そこで細胞

内の NAD 量が増加するような育種を行い、キシロースからのエタノール収率の向上を目指

した。NAD＋合成経路の遺伝子の 1 つ、HST1 は、その遺伝子欠損により de novo の NAD+

合成経路を活性化させ、酵母細胞内の NAD+量が増大することが知られている。また、QNS1

遺伝子は、NAD 合成の最終ステップである deamido-NAD+から NAD+を合成する酵素を

コードしており、QNS1高発現によってもNAD量を増大させられるのではないかと考えた。

P. stipitis 由来 XR, XYL2 遺伝子、および S. cerevisiae の XKS1 遺伝子をゲノムに導入し

た S.cerevisiae (実験室酵母 X2180-1A)を親株（I2_XFN2 株）として、hst1 遺伝子破壊株

および QNS1 過剰発現株（TPI1p::QNS1）を作出した。これらの株を用いて YP キシロー

ス培地を用いた発酵試験を行い、発酵性能を比較したところ、I2_XFN2_TPI1p::QNS1 株

は親株とほぼ同等のキシロース発酵能を示し効果はなかった。I2_XFN2_⊿hst1 株では親株

と比べてエタノール収率が向上した結果が得られた。 
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